
【第23回】
各自の研究活動

2025年度　SSⅠ（総探）

2026年1月8日（木）



チーム編成後の流れ

1. チームで研究テーマを設定する。

2. 研究テーマに関する先行研究を調べ、「問い」を立てる。

3. 「問い」をもとに、リサーチクエスチョンを立てる。

4. リサーチクエスチョンに対して「仮説」を立てる。

5. 仮説検証のための調査方法を検討し、計画する。

6. 調査を実施して、仮説を検証する。

7. 調査結果をもとに分析・検討・考察し、まとめる。

研
究
計
画

研究報告

まずは研究計画を立て、「研究計画書兼報告書」にまとめる。



これからの予定（各回のおおよその目標）

12月11日(木) 6限 リサーチクエスチョンの導出→明確化

12月18日(木) 6限 仮説を立てる 　　　　概要説明

 1月 8日(木) 6限 仮説を立てる スライド準備

 1月29日(木) 6限 仮説の検証方法の検討 　↓

 2月 5日(木) 6限 　↓ 　↓　　要項発表

 2月12日(木) 6限 研究計画書の整理 スライドの完成

 2月19日(木) 6限 中間発表の準備　 リハーサル

 2月26日(木) 5・6限 専門的課題研究中間発表会

次回SSは3週間後！



専門的課題研究中間発表会 (2/26)

研究計画書

(1)-(4)部分

発表内容

今年度の課題研究の集大成！

次年度に向けて研究の質を高めよう！

● 研究テーマの説明

● 研究背景 (研究動機や先行研究)

● リサーチクエスチョン

● 仮説と検証方法

分かりやすく！

明確に！

論理的に！

1チーム　発表： 5分　質疑応答： なし



今回の中間発表会の重点目標

研究の

途中経過の

自己点検

発表

スキル

向上

研究計画書(1)-(4)部分

プレゼンテーション技術



レベル4
（卓越している）

知的好奇心と社会背景が結びつき、

多角的根拠で意義を示す

レベル3
（十分できている）

意義は説明できるが、

自身の問題意識との繋がりが不十分

レベル2
（概ねできている）

意義の説明が抽象的で、

なぜ自分が取り組むのかが不明瞭

レベル1
（改善を要する）

研究の意義や問題意識に至った背景が

説明されていない

2. 課題の背景と意義の理解



レベル4
（卓越している）

先行研究に基づき本質を捉えた

独創的で検証可能な仮説を設定

レベル3
（十分できている）

検証可能な仮説はあるが、

先行研究調査や独創性に課題あり

レベル2
（概ねできている）

仮説はあるが論理的根拠が弱く、

検証方法が不明確

レベル1
（改善を要する）

検証可能な仮説として具体化されず、

研究の軸が不明確

3. 問いと仮説の適切性



レベル4
（卓越している）

聞き手を常に意識し、

言葉・声・視線まで工夫した対話的発表

レベル3
（十分できている）

流れは分かりやすいが表現が単調で、

聞き手への工夫不足

レベル2
（概ねできている）

原稿に沿って説明するが、

聞き手を意識せず一方的

レベル1
（改善を要する）

資料を読むのみで声量不足等もあり、

内容が伝わらない

6. 発表の明瞭性



7. 視覚的表現のデザイン性
レベル4

（卓越している）

図表・配色を緻密に設計し、

要点を強調して説得力を高める

レベル3
（十分できている）

図表を用いて整理されているが、

重要情報の強調が不十分

レベル2
（概ねできている）

図表はあるが配置や情報量の調整が

不適切で理解しにくい

レベル1
（改善を要する）

文字中心の構成で視覚的工夫がなく、

理解を妨げている



本校の課題研究発表ルーブリック評価

研究の

途中経過の

自己点検

発表

スキル

向上



研究計画書兼報告書

①自分の教室の
　 フォルダを選択する。

②このファイルを
　 コピーする。

③コピーした
　 ファイルの
　 名前を変更する。

Copy

ファイル名: A01研究計画兼報告書

自分のチーム番号



発表スライド (★Googleスライド使用)

①自分の教室の
　 フォルダを選択する。

②このファイルを
　 コピーする。

③コピーしたファイルの
　 名前を変更する。

Copy

ファイル名: A01専門的課題研究中間発表

自分のチーム番号



発表準備　スライド作成・発表原稿準備

1

2

3

4

タイトルスライドを入れて4枚以上で作成。デザインは自由。

研究テーマに

ついて、

分かりやすく

説明する。

リサーチクエスチョン

の背景や仮説の根拠

となっている事実を

述べる。

何がまだ答えの

明らかになって

いないことなのか、

自分たちが何を

解決したいのかを

明確に説明する。

仮説の根拠を

現在明らかに

なっている事実を

もとに、論理的に

説明する。

全員の 組番号 + 氏名



「探究ノート」　活動記録①の記入
Classroom　「 【全般】　探究ノート」

★作成のポイント★　

毎回、活動記録は必ず書く！

①今日の予定・目標

②本日の活動内容

③次に行うこと

個人でまとめるワークシートで、

その他の使い方は自由です。

授業開始時

授業終了
5分前


